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DBLP2.0: 教授の世界を大航海するウェブインターフェースの開発 
―教授のホームページを影で支えます― 

 
１．背景 
現在、日常生活において私達が何かを行動するとき、ホームページで事前に情報を参考

にした後に行動することが増えている。例えば、何かを購入するときに、ホームページで価

格の安いお店を調べた後に購入する。この行動は日常生活のみならず学校生活において

も然り。学生が研究室選びをするとき、研究室をとりまとめる教授のホームページから教授

自身の情報を得た後に所属したい研究室を決める。 

その研究室選びはとても重要な側面がある。それは研究室選択が就職活動に影響する

点だ。「ネットワークの研究室に配属された学生はネットワークに重点を置く会社を志望す

る」、「データベースの研究室に配属された学生はデータベースに重点を置く会社を志望す

る」ように、研究室で学んだ専門性を活かした就職を行うケースが多く、研究室選びは学生

の将来の選択に関わる一要因と成り得ると考えられる。だから、学生は研究室選びには慎

重になる。 

このように、研究室選びは将来の選択をする学生にとって重大なイベントになるにも関わ

らず、教授のホームページの充実度は非常に低い。全般的に教授のホームページは更新

頻度が低く、全体のページ数が少ないなどの学生にとって不利益な特徴がある。 

また、研究室で扱える研究領域はとても広い。データベースの研究室で自然言語処理の

研究室で扱う研究も扱うことが可能であったり、データマイニングという分野と機械学習とい

う分野は分野こそ違えど似た研究領域であったりする。研究室毎に、また、研究分野毎に

扱える研究領域が重複しているケースが多々あり、学生の研究室選びを混乱させる要因と

十分成り得る。このように研究エリアによって重複があることも充実度の低い教授のホーム

ページからは読取り辛い。 

このような状況下で、日常生活のホームページの利用の仕方と同様に、学生が教授の

ホームページを参考にして教授の研究室を選ぶということは難しい。少しでも多くの情報を

教授のホームページから得たい学生と一向に提供される情報が充実しない教授のホーム

ページとの間には現在大きな格差がある。 

 

２．目的 

学生に教授に関する情報や教授の属する研究領域の情報を教授のホームページから

一つでも多く開示することで、学生の研究室選びや研究活動を支援することを可能とするア

プリケーションを作成する。 

 
３．開発の内容 
本開発では教授のホームページから配信される情報量の少なさを問題にしている。その

問題の原因は多くの教授がホームページを作成することを面倒だと考えている点にある。

例えば、HTML タグの手入力や HTML作成ソフトウェアの使用や配信する研究情報の取捨選

択の煩わしさが挙げられる。そこで、教授に関わる情報を手軽にホームページ上で配信で

きるウェブアプリケーション「関連研究者表示ユニット（図１）」を開発する。関連研究者表示
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ユニットとは教授の名前を入力して生成された Javascriptを教授のホームページに貼り付

けるだけで、入力した教授に関連する研究者が表示されるウェブアプリケーションである。

関連研究者表示ユニットを利用することで教授のホームページから配信される研究情報の

充実度をあげることができる。 

 

 
図 1．関連研究者表示ユニット 

 

関連研究者表示ユニットだけで教授のホームページ上で情報配信の支援はできたとして

も、学生を十分に満足させることのできる教授に関わる情報を網羅的には提供できない問

題はまだ残っている。そこで、「研究者ポータル（図２）」というウェブサイトを立ち上げる。

「研究者ポータル」は、関連研究者、関連学会、関連研究キーワード、研究者の論文の共

著者、研究者の論文を発表した学会、研究者が発表した論文のタイトルなどの各教授に関

するより詳細な情報を提供する。 

 

 
図２．研究者ポータル 

 
教授のホームページ上で関連研究者表示ユニットを表示し、関連研究者表示ユニット中

に表示される情報と研究者ポータルとをリンクで連携したシステムが「DBLP2.0」となる。 
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４．従来の技術（または機能）との相違 
本開発物「DBLP2.0」はその名の通り既存の論文データベースサービス「DBLP」を刷
新することを目的に掲げスタートし、現在既存の DBLP を超える機能を数多く搭載してい
る。 
 DBLP2.0 が既存の DBLP より優れている点は多種多彩なリンクを提供している点にあ
る。既存の DBLP では基本的に教授は自分自身の DBLP のページへのリンクを張ること
しかできないのに対して、DBLP2.0では教授に関連する研究者のDBLP2.0のページへリ
ンクも張ることができる。また、DBLPの場合はDBLPへのリンクは手動で作成しなければ
ならないのに対して、DBLP2.0の場合は DBLP2.0へのリンクは関連研究者表示ユニット
作成ページで自動的にシステムが作成してくれる。DBLP2.0 はサイトへの入り口だけが
DBLP より優れているのではなく、サイト内も DBLP より優位性がある。DBLPサイト内は
研究者同士の 1 種類の 1 対１ブラウジングに対して、DBLP2.0 サイト内は研究者・学会・
キーワードの 3種類の 3対 3 ブラウジングが可能となっている。また、DBLPサイト内のリ
ンクによるブラウジングが共著関係のみなのに対して、DBLP2.0 内のサイト内によるブラ
ウジングは関連研究者、関連キーワード、関連学会などの関連性をサポートする。このよう

に DBLP2.0は多種多彩なリンクを用意している。 
 さらに、DBLP2.0 が提供する研究情報も DBLP に比べて、多種多様だ。DBLP の場合
において研究情報は論文データからしか取得できないが、DBLP2.0 においては論文デー
タからだけでなく YAHOO ウェブサービスを通じて検索エンジンから、Amazon ウェブサー
ビスを通じて書籍データから、Flickr ウェブサービスを通じて画像データから研究情報を得
ることができる。また、DBLP2.0 は論文に使用された年度別のキーワードトレンドやサイト
内のブラウジングログといった研究に活用可能な情報を公開している。 
 加えて、DBLP2.0 は DBLP のユーザビリティーを上回る。DBLP のウェブページのアド
レス表記は“/~ley/db/indices/a-tree/h/Ho:Tu_Bao.html”となっており可読性が低いのに
対して、DBLP2.0のウェブページのアドレス表記は“/researcher/Tu%20Bao%20Ho”とな
っており可読性が高く表示しているページがどの研究者なのかどの学会なのかどのキーワ

ードなのか分かりやすい。また、DBLP2.0 の検索機能を使用する際にキーワードを入力し
たときにオートコンプリート機能が働いて、研究者名前や学会名やキーワード名の候補の

一覧を表示してキーワード入力を支援してくれる。 
以上のように、DBLP2.0は従来の DBLPには無い機能を多数保有する。 

５．期待される効果 
「関連研究者表示ユニット」「研究者ポータル」の両システムを利用することで、関連研究

者表示ユニットが配置された教授のホームページの訪問者は、関連研究者表示ユニット内

で表示される教授の関連研究者のリンクを通じて、教授の関連研究者の研究者ポータル

へ、そして、研究者ポータルの教授の関連研究者の関連研究者のリンクを通じて再び研究

者ポータル内へ、という具合に、ホームページ訪問先の教授の関連研究情報をキーにして、

教授に関わる研究ソーシャルネットワークをグルグルとかけめぐることができる。リンクを通

したブラウジングにより研究者の繋がりから研究の繋がりへと広角的に情報を捕えることが

できるので、より一層教授の研究領域を理解でき、以前よりも飛躍した研究室選びや研究

活動のための支援ツールとして開発物を活用できる。 
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６．普及（または活用）の見通し 
本開発物を利用することで研究活動の支援効果が得られるため、全国、全世界のコン

ピューターサイエンスに関わる大学機関でのインターネットによる利用が期待できる。研究

に関するホームページ情報の配信に努めたい教授と研究に関する情報をより詳細に取得

した学生が本開発物の利用者のターゲットになる。 
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